
第1回 STEAM講演会 電気自動車のひみつを知ろう！

2026年9月12日｜講師：電動モビリティシステム専門職大学 清水浩先生、新井英雄先生

01 講演の内容 「電気自動車の仕組みと次世代モビリティシステムの体験

自動車の仕組み、エンジンやモーターなどに加え、次世代エネルギーや効率、加速などについても専門用語や計算式も交えてお話しいただき
ました。また、大学やその先の学び、それを人生に生かすことについてもお話がありました。「これからは電気自動車の時代が来る、そう思っ
て研究を始めたのが45年前です。好きだから続けられた。」「数学ができるから『理系』ではない。好きなものを選んでほしい。同じモノを見
ても何に興味があるかで学ぶ学部が異なる。」「私の座右の銘は『やりたいこととやるべきことを一致させること。これが人生の幸せ。』好き
なことを生かしてください。」大学入試については「成功するためには『勉強すればよい』。当たり前だが、これができるかどうか。」参加者
の皆さんは、極薄のソーラーパネルや自動運転の技術に目を輝かせてお話を聞きました。きっと彼らもいつか、清水先生、新井先生のように、
自分が学んだことについて「これが堪らなく面白いんだ」と誇らしく語れるようになってくれることでしょう。

02 講演会の様子

フレミングの右手の法則、知っているかい？

03 参加者の声（全員の感想用紙から少しずつ紹介しています。）
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第2回STEAM講演会は10月23日（金）16時-17時 テーマ：核物理
申し込みは10月初旬から。対象：全学年の希望者 お楽しみに！！

先生方もトライ。
いよいよ「プラチナカー」試乗！

↓ボタン操作を教わり…

未来の授業…生徒も先生も車に乗ったまま！？

エネルギー効率に
大きな違いがある
と知り、電気自動
車が良いとされて
いる理由に納得す
ることができまし
た。

将来自分の車にのって
学校へ、というアイ
ディアは斬新だと思っ
たが、人と人とのつな
がりが希薄になってし
まうのではとも思った。

時速6km/hが思ったよ
り速く感じた。見た目
は小さめに感じたが、
乗ってみると狭く思わ
なかった。

自動運転は人間とは
違って、GPS情報や
様々な情報を入れる必
要があるが、トラック、
バスなどの運転手問題
も解決するかもしれな
いと思った。

タイヤの中にモーター
を入れたり、タイヤを
8輪使用して床を下げ
たりしていることには
驚いた。自動送迎やAI
を生かした隊列形成も
すごいと思った。

次世代太陽光パネルが
想像していたよりも薄
くて驚いた。講義が進
むにつれ、床下にイン
バーターを入れる、空
気抵抗を減らす、など
車体の工夫が進化して
いくのがワクワクした。

ハンドル１つで前後左
右どこへでも動けるこ
とがすごいと思いまし
た。障がいのある方に
対しても、良い仕組み
だと思いました。

電気自動車の大まかな
原理はラジコンカーと
同じであるということ
が自分にとっては意外
でした。また、ガソリ
ンカーとの効率の違い
にも驚きました。

良いものを作るのは簡
単ではなく、多くの苦
労があって作られたも
のだと知った。新しい
ものを作るには専門知
識が必要だと感じたた
め、今後も勉強に集中
して取り組もうと思っ
た。

太陽光パネルで電気を
まかなうのは良い案だ
と思うが、最近は気候
が不安定なので、どれ
だけ充電できるかは予
測が難しいと思う。都
市ビルの窓に貼り付け
てもいいかも。

従来の車とは異なり、
変速ギアを使用しない
ことで効率を上げると
いうお話はとても興味
深かったです。これか
らの進化に注目して生
活していきたいです。

車いす規格でできた電
気自動車と自動運転シ
ステムを組み合わせる
ことで、様々な移動を
スムーズにすることが
「次世代のモビリティ
システム」だと分かり
ました。

この先の勉強が楽しみ
になった。プラチナ
カーが思ったより小さ
く、驚いた。将来、授
業で机や椅子がいらな
くなることに期待して
います！

電気自動車に必要な基
本技術について初めて
興味をもちました。自
動運転の精密さを知り
ました。試乗体験では
速さと動きやすさ、止
まりやすさなどを実感
しました。

最近様々な種類の車が
あり、どんな未来を目
指して作られたものな
のか、何が必要で何が
できるようになるのか
を考えたこともなかっ
たが、どこにどんな特
徴があるのか知りたく
なった。

電気がエンジンに比べ
て簡単にパワーを出し
て速く走ることが可能
と知って驚いた。実際
に乗ってみると、直感
的な操作ができてとて
も簡単だった。

一番関心のあったモー
ターについて知ること
ができ、とても良かっ
た。電気自動車がガソ
リン車よりも効率の点
でどれだけ優れている
かを数字で知ることが
できた。

人間が車に乗ったまま
生活する可能性がある
と知り、不安を感じる
と同時にワクワクした。
将来の自分の進路に工
学系を入れるのもアリ
だと感じた。

今まで電気自動車につ
いて全く知らなかった
のですが、電気自動車
なら、プラチナカーの
ような最先端の車を作
ることもできるんだな
と思いました。

ちなみにプラチナカーは重さ80キ
ロ程度、価格は50万円前後。体重
100キロくらいまでなら乗れる、と
のことです。車に乗ったまま病院
や学校、遊園地、電車、飛行機…
そんな未来が実現するかも！？
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